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重力波とは、質量の加速度運動によって生成される時空の歪みが波として光速で伝搬する現象

のことである。重力波の検出実験は 1960 年代から行われているが、重力波がもたらす空間の歪み

は非常に小さく、いまだに直接検出には至っていない。重力波の検出は天文学の発展に大きな進

展をもたらすものであり、世界各地で研究が行われている。また、重力波検出器に必要となる高

出力・高品質なレーザーや高精度測定技術は産業への応用も期待される。 

  

本研究は、日本の重力波検出プロジェクト「KAGRA」に用いられるレーザーについての研究であ

る。KAGRA では、重力波による空間の歪みを、マイケルソン干渉計の信号として読み取る。重力

波がもたらす空間の歪みは非常に小さいので、検出器に用いられるレーザー光源には究極の低雑

音性が求められ、また雑音を最適化するために約 180 ワットの高出力が必要とされる。レーザー

の高出力化には近年発展が目覚ましいファイバーアンプの利用が有望であるが、100 ワットクラ

スの高出力でどのような挙動を示すのかはわかっていない部分も多い。そこで、下図のように 2

つのファイバーアンプを並列動作させ、その出力をコヒーレント加算した後、固体レーザーアン

プで所望の出力を得る方式を検討している。発表では、ファイバーアンプで増幅された 2つのレ

ーザーを足し合わせる「コヒーレント加算」を行う際に問題となるビームプロファイルの乱れと

その改善方法について報告する。 

 

 

 

Fig. Laser system in KAGRA 
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